
担当講師  井上和久＜理学療法学科」＞、國澤尚子＜看護学科＞、善生まり子＜看護学科＞ 

押野修司＜作業療法学科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者 

の声 

多職種チームで事例を可視化し、チーム形成についてリフレクションを行います。 
また、多職種連携における課題を検討し、学ぶ機会とします。 

この研修で事例について、多職で検

討し、可視化してみませんか?! 

多職種からの意見・提案により課

題解決方法がみつかるかもしれま

せん 

チーム活動をリフレクションする

と、チーム形成のプロセスが理解

できます 

多職種連携の課題が解決 

できるヒントが得られるかも!? 

日程 1 日目   9 月 27 日（土） 10：0０～１7：0０ （講義・演習・発表） : 対面 

2 日目 10 月 18 日（土）  10：0０～１7：0０ （講義・演習・発表） : 対面 

受講対象  全日程（2 日間）を受講できる方で、以下に該当する方 

▼事例の問題・課題解決に悩まれている方 

▼専門職として、多職種チームからの新たな課題解決方法の意見を求めている方 

▼IPW の実践事例を学びたい社会人の方 

※受講者の職種や勤務年数など問いません 

定員 5 名 

受講料    6,000 円(2 日分) 

会場     埼玉県立大学（越谷市三野宮 820） ※全日程会場での対面開催 

2025年度履修証明プログラム「専門職連携を学ぶ講座」 
応募フォーム 

発行元 ： 埼玉県立大学専門職連携教育研修センター ipe-kenshu@spu.ac.jp 

https://business.form-mailer.jp/fms/e46b214b209101


 

 

個別講座名 多職種チームによる事例検討 

担当教員 ○井上和久、國澤尚子、善生まり子、押野修司 

開講日時 

 

1 回目：2025 年 9 月 27 日(土) 10：00～17：00 

2 回目：2025 年 10 月 18 日(土) 10：00～17：00 

総時間数 研修時間数：１2 時間（６時間×2 日間） 履修証明プログラムにおける時間数：16 時間＊ 

＊１時間＝４５分間（実質の受講時間）＋１５分間（自己学習） 

講義概要 模擬事例について、チームで検討し連携における課題の明確化、解決方法の模索などを

行います。また、受講者が経験した自施設の事例(一部)についてもチームで同様に実施し

ます。この検討プロセスを通して、チームでのディスカッションを体験します。また、チ

ームで検討した内容およびプロセスを発表し合い、多職種チームによる事例検討の理解を

深めます。 

受講者 5 名 1 グループを編成し、受講者の事例について、多職種の課題を明確化し、課

題解決方法について検討します。 

1．模擬事例等の連携における課題の明確化  2．課題解決方法の検討 

3．プレゼン資料の作成  4．発表  5．リフレクション 

到達目標 1．多職種チームで事例を可視化できる 

2．チーム活動をリフレクションすることによりチーム形成のプロセスが理解できる 

3．多職種連携における課題を検討できる 

講義内容 

及び方法 

 

開講日 講義内容 

9 月 27 日(土) 

※対面 

（埼玉県立大学） 

1．オリエンテーション 

2．アイスブレイク 

3．IPW の基礎(講義) 

4．IPW におけるリフレクション(講義) 

5．コミュニケーションスキルと時間管理について(講義) 

6．馬介在療法におけるチームワーク(講義) 

7．模擬事例について検討 

1）連携における課題の明確化   2）課題解決策の検討 

3）プレゼン資料の作成・発表 4）リフレクション 

10 月 18 日(土) 

※対面 

（埼玉県立大学） 

1．事例について検討（1） 

 1）各事例について検討する事例の選定 

2．事例について検討（2） 

1）連携における課題の明確化  2）課題解決策の検討 

3）プレゼン資料の作成・発表  4）リフレクション 

3．事例について検討（3） 

1）連携における課題の明確化  2）課題解決策の検討 

3）プレゼン資料の作成・発表  4）リフレクション 

4．発表 

5．IPW の課題と影響を与える要因(講義) 
 


